
ロータリー財団とは

ロータリー財団は

私たち全てのクラブのための財団

１９１７年に「全世界的規模で慈善・教育・その

他の社会奉仕の分野でよりよきことをする為の

基金のつくろう」との呼びかけで創設

100周年を迎え、次の100年が奉仕の第2世紀に

なるよう2013年に「未来の夢計画」がスタート



ロータリー財団とは

ロータリーの補助金

地区補助金、グローバル補助金

ポリオプラス、ロータリー平和センター

ロータリアンの為の財団へ

プログラムも各クラブのロータリアン自らが創造

し、かつ、自らが活動するものに変わる



1. 年次寄付 （一人当たり目標150ドル）

寄付の基盤であり、財団プログラムの財源。寄付して３年後に、

地区の年次寄付総額の50％が戻る

（認証：ポール･ハリス･フェロー他）

２．恒久基金

投資され、その収益だけが財団プログラムの支援

（認証：ベネファクター）

1.３．ポリオ・プラス （一人当たり目標30ドル）

ポリオ根絶を目指すプログラムに活用

8,113,766ドルの有効活用先寄付金の種類



①シェアシステムでは資金を

国際財団活動資金（ＷＦ）と

地区財団活動資金（ＤＤＦ）に二分される

②その全額が、ロータリー補助金と「世界でよい
ことをする」ための活動に充てられます。

③WFの使途は管理委員が決定

④DDFの使途は各地区のロータリー財団委員会
が決定

シェアシステムの説明
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①地区補助金として、国内外の地域社会の
ニーズに取り組む、比較的規模の小さい短
期の活動を支援

・奉仕プロジェクト・奨学金・職業研修

②地区が全額より少ない額を申請する場合、
グローバル補助金として使用したり、ポリ

オプラスやロータリー平和センターに寄贈
できる。

地区財団活動資金（ＤＤＦ)の使途



地区財団活動資金（ＤＤＦ)の使途



2018−19年度 地区で利用・利用予定のDDF 2550地区

地区補助金（クラブ補助金）利用額
（２４クラブ+地区2件）

５７，６５０．００ ドル ６３４万円

ポリオプラス基金への寄付（地区より） ２５，０００．００ ドル ２７５万円

平和センターへの寄付（地区より） ２５，０００．００ ドル ２７５万円

(1)地区補助金＋地区から寄贈した金額(2件)小計 １０７，６５０．００ ドル １,１８４万円

グローバル補助金利用予定額
($15,000/RC,4件予定）

１５，０００．００ ドル １６５万円

グローバル補助金Draftされた金額 １５，０００．００ ドル １６５万円

⑵グローバル補助金小計 ３０，０００．００ ドル ３３０万円

(1) + (2) 合計 １３７，６５０．００ ドル １,５１４万円

(3)地区補助金返還額 ４，１３７．３６ ドル ４５万円

(1) + (2) – (3) 合計 １１９，９００．０２ ドル １,４６９万円

DDF残高（見積） １１９，９００．０２ ドル １,４６９万円

３年前の年次金寄付額 ５０％ １２１，８４９．６４ ドル １.３４０万円

恒久基金収益の金額 ５０％ １９，９４１．８７ ドル ２１９万円

地区で利用可能なDDF総額 １４１，７９１．５１ ドル １.５６０万円

５０％（地区補助金分） ７０，８９５．７６ ドル ７８０万円

前年度からの繰入額（201-2018） １１１，６２１．１５ ドル １.２２８万円



◎今年度の一人当たりの年次寄付 目標額 １５０ドル
（円換算：約１６，０００円）

会費と一緒にお預かり １０，０００円
ミリオンダラー例会での寄付 ８００円✕３回＝２，４００円

不足額 ３，６００円

◎ポリオ・プラス寄付 目標額 ３０ドル
（円換算：約３，２００円）

※ 領収書はロータリー財団より発行されます。
確定申告で使用可能です。

別紙申込書にご記入し、ご協力お願いします。



補助金を有効に活用しましょう


